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IF差分について

更改後に採用するAPIゲートウェイ製品の仕様により、外部システムとの連携に関するインターフェース（IF）について、

現行環境から一部変更がございますので、以下のとおりご案内申し上げます。

項
番

項目 差分内容 ご確認いただきたい事項

1 Content-Typeヘッダとリクエストボディの形式
不一致時の応答変更

Content-Typeヘッダとリクエストボディの形式が一致しない場合の応答が変更となります。
現行：不一致であっても正常応答
更改：不一致と判断し、エラーを応答

Content-Typeヘッダに、実際のリクエストボディ形式に
一致した値が設定されていること

2 ヘッダ名の大文字・小文字変更 レスポンスのDateヘッダのヘッダ名の出力形式が変更となる可能性があります。
現行：大文字を含む形式（Date）
更改：小文字形式（date）

Dateヘッダのヘッダ名の大文字・小文字に依存した処
理を行っていないこと

3-1 項目の出力順変更（レスポンスデータ） JSON形式レスポンスデータの項目出力順が変更となります。
現行：同一順序で出力
更改：出力順が保証されない（現行と異なる順序で出力される可能性がある）

レスポンスデータの各項目について、出力順序に依存し
た処理を行っていないこと

3-2 パラメータの出力順変更（Locationヘッ
ダ）

レスポンスヘッダ<Location>に含まれるクエリパラメータの出力順が変更となります。
現行：同一順序で出力
更改：出力順が保証されない（現行と異なる順序で出力される可能性がある）

Locationヘッダに含まれるクエリパラメータについて、出
力順序に依存した処理を行っていないこと
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影響API一覧

IF差分の各項番について、APIへの影響有無は以下のとおりです。（○：影響あり）
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1
Content-Typeヘッダとリクエストボディの形式不一致時の
応答変更

2 ヘッダ名の大文字・小文字変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3-1 項目の出力順変更（レスポンスデータ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3-2 パラメータの出力順変更（Locationヘッダ） ○

※各金融機関個別のAPIについては、各金融機関にご確認ください。
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影響API一覧

IF差分の各項番について、APIへの影響有無は以下のとおりです。（○：影響あり）

# 項目

影響API
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1
Content-Typeヘッダとリクエストボディの形式不一致時の
応答変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ヘッダ名の大文字・小文字変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3-1 項目の出力順変更（レスポンスデータ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3-2 パラメータの出力順変更（Locationヘッダ）

※各金融機関個別のAPIについては、各金融機関にご確認ください。
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項番1 Content-Typeヘッダとリクエストボディの形式不一致時の応答変更

現行 更改

Content-Typeヘッダ：
form-urlencoded

ボディ：
JSON形式
→不一致

応答：不一致でも正常応答 応答：不一致と判断し、エラー応答

例） Content-Typeヘッダとボディの形式が一致しないリクエスト例
総合振込依頼データ登録APIの場合のリクエスト
（事業者様システム→API管理基盤）イメージ

差分
Content-Typeヘッダとボディの形式が一致しない場合、現行は正常応答しますが、更改後はContent-Typeヘッダの値をチェックした
うえでボディを取得するため、エラーを応答します

影響

確認
観点

Content-Typeヘッダに設定された値と、実際のリクエストボディ形式が一致していない場合、更改環境においてはエラーとなります

API連携時に、Content-Typeヘッダに実際のリクエストボディ形式に一致した値が設定されていることをご確認ください

差分詳細

Content-Typeヘッダとボディの形式が不一致である場合の挙動が以下に変更となります
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項番2 ヘッダ名の大文字・小文字変更

差分
API連携事業者様へのレスポンスにおいて、Dateヘッダのヘッダ名が、現行の大文字を含む形式（Date）から、更改後は小文字形
式（date）で出力される可能性があります

影響

確認
観点

Dateヘッダのヘッダ名の大文字・小文字を区別して処理している場合、ヘッダ情報を正しく取得できない可能性があります

Dateヘッダのヘッダ名について、大文字・小文字に依存した処理を行っていないことをご確認ください

差分詳細

例）レスポンスデータ（API管理基盤→事業者様システム）イメージ ： 総合振込依頼データ承認APIの場合

現行 更改

大文字を含む形式で出力（Date） 小文字形式で出力（date）される可能性あり
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項番3-1 項目の出力順変更（レスポンスデータ）

差分
JSON形式のレスポンスデータについて、現行ではデータ項目が一定の順序で出力されますが、更改後は出力順序が保証されなくな
ります

影響

確認
観点

各項目の出力順序に依存した処理を行っている場合、レスポンスデータを正しく処理できない可能性があります

レスポンスデータの各項目について、出力順序に依存した処理を行っていないことをご確認ください

差分詳細

例）レスポンスデータ（API管理基盤→事業者様システム）イメージ ： 企業情報照会APIの場合

現行 更改

同一順序で出力
（順序が保証される）

出力順が保証されない
（現行と項目順が
異なる可能性あり）
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項番3-2 パラメータの出力順変更（Locationヘッダ）

差分
レスポンスのLocationヘッダに含まれるクエリパラメータの出力順が、現行ではデータ項目が一定の順序で出力されますが、更改後は
出力順序が保証されなくなります

影響

確認
観点

Locationヘッダに含まれるクエリパラメータの出力順序に依存した処理を行っている場合、パラメータを正しく処理できない可能性があ
ります

Locationヘッダに含まれるクエリパラメータについて、出力順序に依存した処理を行っていないことをご確認ください

差分詳細

例）Locationヘッダ（API管理基盤→事業者様システム）イメージ ： API連携認証

現行 更改

出力順が保証されない
例：response_type

の位置が変わる

同一順序で出力
（順序が保証される）
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